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さ
ら
な
る
少
子
化
対
策
を

少
子
化
の
流
れ
を
止
め
る

災
害
の
未
然
防
止
が
急
務

避
難
基
準
を
明
確

　
　
　
　
に
し
て
行
く

内
海
　
利
為
　
議
員

問問

問

問

問

市
長

市
長

市
長

生
産
調
整
事
務
を
行
政
で

引
き
続
き
行
う

山
根
　
昇
　
議
員

　
　
　
　
災
害
発
生
時
、
市
の

　
　
　
災
害
対
策
本
部
と
市
消

防
本
部
と
の
連
絡
体
制
に
つ
い

て
。

　
　
　
　
　
　
　
災
害
の
発
生
、

　
　
　
　
　
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
時
点
で
対
策
本
部
を
設
置
し
、

万
全
の
体
制
を
確
立
し
て
充
分

な
連
携
を
取
っ
て
行
く
。
災
害

時
に
は
情
報
の
収
集
、
伝
達
が

重
要
で
あ
り
将
来
は
地
域
情
報

通
信
基
盤
を
整
備
し
て
行
き
た

い
。

　
　
　
　
危
険
区
域
の
判
定
基

　
　
　
準
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
形
地

　
　
　
　
　
　
　
　
質
、
活
断

層
す
べ
て
の
要
因
を
細
分
化
し

た
上
で
、
点
数
に
よ
り
危
険
度

の
判
定
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
保
安
林
指
定
は
所
有

　
　
　
者
に
充
分
な
説
明
が
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の

　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
は
、

円
滑
に
事
業
が
実
施
出
来
て
い

る
。

　
　
　
　
保
安
林
の
指
定
を
受

　
　
　
け
非
常
に
苦
慮
し
て
い

る
山
林
所
有
者
が
あ
る
、
行
政

と
し
て
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
安
林

　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
を
す

る
時
点
で
の
説
明
が
不
十
分
で

あ
っ
た
事
が
要
因
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
今
後
は
指
定
の
段

階
で
地
元
、
山
林
所
有
者
に
納

得
し
て
頂
け
る
説
明
を
し
た
上

で
、
指
定
同
意
を
頂
く
事
を
主

に
心
が
け
て
行
く
。

　
　
　
　
災
害
時
の
避
難
マ
ニ

　
　
　
ュ
ア
ル
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
震
等
、

　
　
　
　
　
　
　
自
然
災
害
発

生
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
綿
密
な

検
討
を
重
ね
、
瞬
時
の
行
動
は

万
全
で
あ
る
。
消
防
本
部
と
し

て
は
、
広
報
等
に
よ
り
市
民
の

皆
さ
ん
へ
周
知
す
べ
く
心
が
け

て
い
る
。

問

問

　
　
　
　
少
子
化
対
策
室
を

　
　
　
設
置
し
、
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
次
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
過
去
５
年
間
の
出
生
数

②
上
半
期
の
出
生
数
の
実
態

③
若
い
世
代
の
雇
用
の
確
保

④
さ
さ
ゆ
り
プ
ラ
ン
の
活
用

⑤
結
婚
相
談
の
更
な
る
施
策

⑥
不
妊
治
療
の
支
援
策
は

⑦
乳
幼
児
医
療
費
の
拡
大

　
　
　
　
　
　
助
役
を
本
部

　
　
　
　
　
長
と
す
る
、
少

子
化
対
策
推
進
本
部
を
設
置

し
、
ま
た
、
福
祉
部
に
対
策

室
を
置
き
、
施
策
の
総
合
的

な
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

更
な
る
少
子
化
対
策
と
し
て
、

「
学
童
保
育
未
実
施
地
域
へ

の
拡
充
」
「
乳
幼
児
医
療
費
、

保
育
料
の
軽
減
策
」
「
若
者

の
結
婚
を
応
援
す
る
た
め
の

出
合
い
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

創
設
」
「
若
者
の
安
住
を
図

る
た
め
の
雇
用
の
場
の
創
出
」

な
ど
具
体
の
事
業
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
改
正
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
三
法
を
活
用
し
、
市

街
地
の
活
性
化
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
　
　
　
住
居
・
工
場
・

　
　
　
　
　
近
隣
商
業
地
域

等
の
建
設
用
途
規
制
な
ど
の

形
態
制
限
を
活
用
し
た
誘
導

施
策
に
よ
り
、
そ
の
活
性
化

を
図
る
と
共
に
産
官
学
連
携

を
生
か
し
た
新
た
な
産
業
の

創
出
、
経
営
基
盤
強
化
等
々

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
市
街
地
づ
く
り

を
進
め
た
い
。

問

市
長

問

問

　
　
　
　
医
学
・
心
理
学
・

　
　
　
教
育
学
の
分
野
に
ま

た
が
る
研
究
が
進
み
、
障
害

児
教
育
か
ら
、
特
別
支
援
教

育
に
進
展
し
て
い
る
。
自
閉

症
・
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動

性
障
害
）
と
呼
ば
れ
、
専
門

的
な
医
師
・
保
健
師
・
教
員

や
保
育
士
の
適
切
な
対
応
と

保
護
者
や
一
般
の
人
へ
の
知

識
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２
名
の
市

　
　
　
　
　
　
職
員
と
県
職

員
で
あ
た
っ
て
い
る
が
、
福

祉
部
と
連
携
を
深
め
充
実
さ

せ
た
い
。

　
　
　
　
新
農
政
、
品
目
横

　
　
　
断
対
策
は
全
て
の
農

家
対
象
か
ら
、
条
件
を
満
た

し
た
ご
く
一
部
の
大
規
模
経

営
に
限
ら
れ
、
本
市
で
も
ご

く
一
部
の
農
家
に
限
ら
れ
、

地
域
社
会
の
存
続
が
困
難
と

な
る
恐
れ
が
あ
る
。
産
地
づ

く
り
交
付
金
の
減
額
の
不
安

や
生
産
調
整
事
務
を
農
協
が

新
規
に
す
る
こ
と
へ
の
懸
念

が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
ど
う

考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
は
需
給
調

整
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
よ

う
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
と
考

え
る
。
生
産
調
整
事
務
は
、

J
A
と
の
協
力
体
制
を
強
化

し
、
実
務
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
市
民
参
加
の
「
百

　
　
　
人
委
員
会
」
を
つ
く

り
、
「
雑
談
、
議
論
、
先
進

地
視
察
、
学
習
、
交
流
」
で

２
、
３
年
の
時
間
を
か
け
、

農
業
振
興
、
地
域
活
性
計
画

を
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
市
民
の
取
り

　
　
　
　
　
組
み
が
あ
り
、

参
考
に
し
、
進
め
て
い
き
た

い
。

第12回宍粟市議会（定例会）において一般質問は9月13日・14日

の2日間にわたり、22人の議員が質問に立ちました。
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員


